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Frame in information

昨年他界された才能あふれる
アーティスト 相原信洋さん
(1944-2011) を偲び世界中か
ら寄せられたメッセージ集。
（ASIFA マガジン 2011 年 冬
号 Vol.24. No.2 掲載記事より
一部抜粋）

旅を愛した相原信洋氏は、四月
に私たちのもとを旅立ちまし
た。いつものように、「じゃあ、行
ってきます。後はみんなに任せ
ました」と言い残して。彼はバリ
島から天国に発ったのです。
信洋氏はスーツケースにいつ
も、トレース台とアニメーション
用紙、色鉛筆にスケッチブック、
それと、お気に入りのカラフル
な服をつめこんでいました。彼
は息をすることや、食事をする
のと同じぐらい当たり前に絵を
描き、アニメーション制作をして
いました。彼は真の意味で、稀
有なアニメーション作家のひと
りでした。

相原信洋氏のショート・アニ
メーションは、とても実験的
で抽象的なものです。しかし、
同時にとても柔軟でセクシ
ー、時に官能的でさえありま
す。しかし、彼の作品は繊細
で品格があり、洗練されてい
ます。ちょうど、彼の生き方と
同じです。
初期の作品「逢仙花（12分、
1973）」で表現されているよ
うに、信洋氏は若いころ、祖
母の死を家で看取りました。
彼の両親は祖母を敬いなが
ら、かいがいしく世話をしま
した。祖母のやせて骨ばった
体と、季節の移り変わりから、
信洋氏は私たちの命に限り
があることに不思議を感じま
した。そして、命の誕生とそれ
を高めることに興味を抱くよ
うになりました。

(２ページ目につづく)

Messages from all over the world 
commemorating the talented 
artist, Nobuhiro Aihara.
(Excerpt from an article in 
ASIFA Magazine Winter issue 
vol.24.No.2)

Nobuhiro Aihara, who loved 
traveling, left us again this April 
saying just as usual, ‘So, I am 
going now! I leave everything to 
you all, thanks!’…He left us for 
heaven, via Bali.
In his suitcase, Nobuhiro always 
carried his light-box, animation 
paper, color pencils and a sketch 
notebook. And some colorful 
shirts he loved. Nobuhiro contin-
ued drawing and animating 
ceaselessly, just like breathing 
and eating – he was one of very 
rare animation filmmakers, in 
the true sense of the word. 
Nobuhiro Aihara’s animation 
shorts are very experimental 
and abstract and, at the same 

time, very flexible and sexy, 
sometimes even sensual, but his 
works are very fascinating 
because they are all refined, 
graceful and sophisticated. It 
was just the way he lived. 
As described in his earlier short 
Hosenka (12 min, 1973), in his 
youth, Nobuhiro closely experi-
enced the passing away of his 
grandmother at home. His 
parents were taking care of his 
grandmother warmly, with 
sincere reverence.Through the 
rough and bony body of his 
grandmother, and through the 
transition of seasons, Nobuhiro 
felt the mystery of our limited 
life, and he was deeply 
impressed by the birth and the 
ascending of life.  

（Continue to page 2）

本日のスケジュール
10:30am～ 11:30am
この男子、宇宙人と戦えます。
山本 蒼美
旅するぬいぐるみ
～ traveling “Daru” ～
田沢 潮
11:30pm～
嫌われ者のラス
岡村 頼保
正午～ 1:00pm
英国ナショナルフィルム、TV スクー
ル・ロンドンのプレゼンテーション 
ポール・ブッシュ
1:00pm～ 2:00pm

「ハーバーテイル」解説
伊藤 有壱
2:00pm～ 3:00pm
ディズニーはどのような人材
を求めているのか？
ドーン・リベーラ
3:00pm～ 4:00pm
モールでアニメーション＆ワークショップ
モールアーティスト　キタナカ アツシ

4:00pm～ 5:00pm
ダイノ サトウ プレゼンテーション
ダイノ サトウ
5:00pm～ 6:00pm
イリーナ・マルゴリーナ
セミナー Q&A
イリーナ・マルゴリーナ

Today’s Schedule
10:30am～ 11:30am
“This Boy Can Fight Aliens”
Soubi Yamamoto
Traveling “Daru”
Ushio Tazawa
11:30pm～
Living Trash LAS
Yoriyasu Okamura
Noon  ～ 1:00pm
Presentation of the National 
Film and TV School, London, UK
Paul Bush
1:00pm～ 2:00pm
“Harbor Tail” explanation　
Yuichi  Ito
2:00pm～ 3:00pm
What kind of talent is Disney 
looking for?
Dawn Rivera
3:00pm～ 4:00pm
Pipe Cleaner Art Animation & Workshop
Pipe Cleaner Artist: Atsushi Kitanaka
4:00pm～ 5:00pm
Dino Sato presentation
Dino Sato
5:00pm～ 6:00pm
Irina Margolina Seminar and Q&A
Irina Margolina

本日のスケジュール
正午～  　　　 エリック・レイサーセミナー　Ｑ＆Ａ
1:30pm～　　CLAY INSTALLATION 他　小山　英治
2:00pm～　　広島市内中学校アニメーション上映
3:00pm～　　ガメオペラ　広瀬　勇人
3:30pm～　　植田　翔太作品集
4:00pm～　　イゴール・コバリョフセミナー　Ｑ＆Ａ

最終日に再度上映可能
もう一度フレーム・インにカムバック

Today’s Schedule
Noon－      Eric　Leiser　Seminar　Ｑ＆Ａ
1:30pm－  CLAY INSTALLATION　etc.  Eiji Koyama
2:00pm－  Play　Animation　production  by  junior high school 
students in Hiroshima city.
3:00pm－  Gameopera　Yuto　Hirose
3:30pm－  Shota Ueda collection
4:00pm－  Igor Kovalyov Seminar Ｑ&Ａ

Replay is available on the 27th.
Please come back and ask the staff at Frame In

本日のスケジュール
11:00am ‒ 正午
参加校プレゼンテーション ( 中学生向け )
12:30pm - 1:00pm
東京芸術大学によるプレゼンテーション
1:00 pm ‒ 1:30pm
大阪デザイナー専門学校によるプレゼンテーション
1:30pm ‒ 2:00pm
穴吹デザイン専門学校によるプレゼンテーション
2:30pm ‒ 3:00pm
アート・アニメーションのちいさな学校によるプレゼンテーション
3:00pm ‒ 3:30pm 
ミニセミナー「学生の皆さんへ」大西宏志
3:30pm ‒ 4:15pm
ミニセミナー「多摩美と関東学院におけるアニメーション教育」佐藤皇太郎

Today’s Schedule
11:00am - Noon
Presentation by the Educational Institution (For junior 
high school students)
12:30pm - 1:00pm
Presentation by Tokyo University of the Arts
1:00 pm ‒ 1:30pm
Presentation by Osaka Designers’ College
1:30pm ‒ 2:00pm
Presentation by Anabuki Design College Hiroshima
2:30pm ‒ 3:00pm
Presentation by Laputa Art Animation School
3:00pm ‒ 3:30pm 
Mini Seminar “For Students” (Hiroshi Onishi)
3:30pm ‒ 4:15pm
Mini Seminar “The Education of Animation by Tama Art 
University and Kanto Gakuin University” (Kotaro Sato) 

今年が初参加の新米のうえ、 ２日間という短い間でし
たのでお役にたてたのか？ですが、 年代性別国籍
問わずアットホームな編集部はとても居心地がよかっ
たです。ありがとうございました。（花）
As this is the first time for me to make LAPPY NEWS and I 
could work only two days, I’m not sure that I could be a help. 
However, I really like the homey atomosphere of the editorial 
department. Thank you!　（Ｈａｎａ）

ブリティン班は初めてで、毎日色々な発見があります。新し
い人との出会いや作品との出会い。精一杯頑張って、 精
一杯楽しませていただきたいと思います !（社田 )
As I’m new to the Editor’s room, I encounter something new every 
day. Meeting with new people, seeing the film I have never seen 
before… I will do my best and fully enjoy the Festival! (Yashiroda)

初めてのボランティアでしたが、 みんな親切でとて
もいい経験をさせてもらっています。毎晩のパーテ
ィーが楽しすぎて毎日 23 時頃まで居残りしてます
が、まだまだ元気です！ ( 津原 )
It is my first volunteer experience but everyone is so kind 
to me and I am enjoying my volunteer days. I keep stay-
ing here till 23:00 but I am still soooooo fine!(Tsuhara)

初めてのデイリーブリティン班。昼食後のあくびがとまら
ない。来週の富士山登山まで疲労が残らないよう仕事を
します。（滝口　礼）
First time to join the Editor’s Room. I cannot stop 
yawning after lunch. Until I climb Mt.Fuji next 
weekend, I will be careful about keeping good in shape 
and work on the job.　（Ray Takiguchi）

エデュケーショナル・フィルム・マーケット
Educational Film Market

In Memory of Nobuhiro Aihara (1944-2011)
相原信洋さんを偲ぶ相原信洋さんを偲ぶ

From the
Editor’s
Room
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彼は古代から今に受け継がれ
てきた「命」を――男と女の間
の重要な秘密、我々の魂が不
可視の姿へと帰すことの神秘
を――描き続けるようになり
ました。
信洋氏の深い洞察は風のよう
です。確かに存在するのに、見
ることはできないのです。けれ
ど、それは彼のアニメーション
作品にも、生き方にも反映され
ています。私は信洋氏のような
アーティストにはもっと長生き
してほしかったと願ってやみま
せん。しかし、同時に、彼は自
分の最後の旅を予期してい
て、いつ人生が終わっても良
いようにベストを尽くし生きて
いたのではないかと思います。
誰もがこんな風に生きたいと
思いますが、ふつうの人にはと
ても難しいのです。
心から相原信洋という偉大なア
ーティストに追悼を捧げます。
木下小夜子
ASIFA日本支部会長
 
この十年間、こんなことが毎年
繰り返されてきました。春にな
って暖かくなってくるか、秋が
来て寒くなってくると、彼はプ
ラハにやってくるのです。花柄
のシャツを着て、かかとの高い
ブーツをはいて、三つ編みにし
た濡れ羽色の髪をつばの広い
黒い帽子でおおって。わが友、
相原教授は 20 名ばかりのひ
よっこの学生たちと一緒でし
た。
イジィ・クビチェク

長い髪と明るい色のシャツ。朗
らかな笑顔。相原信洋氏は広
島国際アニメーションフェステ
ィバルでもひときわ目立って
いました。そこで私は彼と最初
に出会い、その後再会しまし
た。教授仲間として、独立した
アニメーターとして、彼は教育
の世界に根づいた自由な魂で
した（のちに知ったのですが、
相原氏は商業アニメーション
の世界にも土台がありまし
た）。私たちはお互いに作品の
ディスクを交換し、コーヒーを飲
みながらおしゃべりをしました。
初期のDVD作品 ’ Animation 
Scrap Diary and Live Paint-
ings Animation’で、相原氏は
同僚とライブ・パフォーマン
スの競演／共演を行いまし
た。ちょうど、映画の時代の前
にあったクイックスケッチ（ラ
イトニングスケッチ）の芸人の
ように、観客の前で大きなパレ
ットに絵を描くのです。
後期の作品では、イラストレー
ションを実験的アプローチと
抽象作品への探求に融合させ
ることで、卓越した技術を示し
ました。私たちは、まだ誰も試
みていないスポンテニアスな
アニメーション描画の手法に
ついて、共通のアプローチを
持っていました。私が最初に、’

Memory of Red(2004)’という
彼の作品を見たとき、赤いチョ
ークのかすれが、私の初期の
作品の’ Help, I’ m Stranded…
(1977)’ を思い出させました。
しかし、彼はより深く踏み込ん
でいました。チョークのかすれ
に見える描画が、全体では調
和を持っていました。私は、ラ
イブ・パフォーマンスでの共
演のように彼とつながりを持
ちたいと思って、自分の作品を
どう思うかを聞いたことがあり
ます。彼は笑ってこう言いまし
た。「あなたの作品を気に入り
ましたよ」と。私も彼の作品が
好きです。とても、寂しくなるで
しょうね。
ディアナ・モース

広島国際アニメーションフェス
ティバルの選考委員という困
難な仕事を引き受けることの
楽しみのひとつは、選考委員メ
ンバーとの友情を深めること
にあります。私は 1994 年のフ
ェスティバルで相原信洋氏と
共に選考委員を務めるという
栄誉に預かりました。信洋氏と
働くことは、喜びでした。800
ものフィルムに対する彼の聡
明で繊細な意見やコメントに
触れたことはもちろん、一緒に
広島の名物を求めてあれこれ
探索したのも良い思い出で
す。私たちは仕事の後、レスト
ランやバーへ行ったものでし
た。彼は、私たちのために注文
をします。そして、運ばれてき
た料理への私たちの反応を見
て、いたずらっぽく目を輝かせ
るのです。料理は素晴らしいも
のもあれば、言葉にするのが
難しいものもありましたから！
信洋氏は、1997 年 Abslot 
Panushka のウェブページの
最初期に私が作品を紹介した
アーティストのひとりでした。
彼のアニメーションフィルムは
飛び抜けてユニークで個性的
でした。彼の複雑で辛抱強い、
愛すべき世界観を反映してい
ました。彼は本当の価値に見
合うほど世間には知られてい
ませんでした。私は、その美し
い作品をすべての人に見て欲
しいと思いました。信洋氏の逝
去は残念でなりません。彼の
作品を紹介する機会があった
ことを誇りに思います。アニメ
ーションを通じて自身の魂の
深みを描いた彼の技術は、世
にふたつとない卓越したもの
でした。彼の存在は宝でした
し、これからもそうです。
クリスティーヌ・パニュシュカ

He kept drawing ‘life’, which 
has been inherited from 
ancient times, the important 
secrets of men and women, and 
our soul returning to invisible 
nature itself…
Nobuhiro’s deep insight is like 
a wind – it exists but cannot be 
seen. Yet it was reflected in his 
way of life. I truly hoped that 
an artist like Nobuhiro could 
live longer. At the same time, I 
think that he predicted well his 
final trip, and I think he 
always lived his best so that his 
life could come to an end at any 
time. As you know, everyone 
wishes to end like this, but it is 
something really difficult to 
accomplish as a normal human 
being.
I miss our great artist 
Nobuhiro Aihara very much.
Sayoko Kinoshita
President of ASIFA Japan

 
This became repeated with 
absolute regularity. Last ten 
years, every spring, when 
warmth arrives and every fall, 
when cold arrives, he appeared 
in Prague. Flower shirt, tall 
boots, black hat with wide brim 
covering braided, raven black 
hair, followed by 20 tiny chicks. 
My dear friend, Professor 
Aihara, with his students.
Jiri Kubicek
    
 
With his long hair, brightly 
coloured shirts and bright 
smile, Nobuhiro Aihara stood 
out at the Hiroshima Interna-
tional Animation Festival, 
where I met and re-met him 
over the years. As a fellow 
professor and independent 
animator, he was a free spirit 
grounded in education. (Later, 
I learned he was also grounded 
in commercial animation.) We 
exchanged discs of our work 
with each other, enjoyed coffee 
and conversation. 
In his early DVD Animation 
Scrap Diary and Live Paint-
ings Animation, A1hara and a 
colleague stage live-performance 
drawing collaboration/battle. 
Like the pre-cinema Quick 
Sketch artists (Lightning 
Sketchers), they work on a 
large palette, in front of a 
crowd of admirers.
In his later work, he showed 
his skill at illustration, 
combined with his explorations 
of experimental approaches 
and abstraction. We shared an 
approach: to create spontane-
ous animation sketches, using 
alternate techniques. When I 
saw his　film Memory of Red 
(2004), the red chalk rubbings 
reminded me of my early short 
Help, I’m Stranded…(1977). 
But he took it much further – 

including drawn images that 
felt like rubbings, but meshed 
as whole. Wanting to be connected, 
like a live-performance drawing 
collaboration, I asked him once if 
my film had inspired him. He 
smiled and said, ‘I like your 
work.’ I like his work, too. I will 
miss him.
Deena Morse 
 
One of the great pleasures 
while undertaking the arduous 
task of serving on an animation 
selection committee is forging 
close friendship with your 
fellow committee members. I 
had the honor of serving on the 
selection committee for the 
Hiroshima International Anima-
tion Festival in 1994 with 
Nobuhiro Aihara. Working with 
Nobuhiro was delight. Not only 
was he wise and sensitive in 
his opinions and comments on 
the 800 films we watched, but 
exploring the culinary delights 
of Hiroshima with him was 
great fun. After a day of work, 
we would walk to a restaurant 
or bar. Nobuhiro would order 
for us, his eyes would sparkle 
with delight and mischief as we 
experienced and reacted to the 
treats presented, some wonder-
ful and some would be very 
difficult to put into words!
Nobuhiro was one of the first 
people whose work I showcased 
on the Absolut Panushka 
website in 1977. His animated 
films were extraordinary, unique 
and personal, reflecting his 
complex, patient and loving 
worldview. He was not as well 
known as he should have been 
and I wanted everyone to see 
his beautiful work. I will 
deeply miss Nobuhiro and I am 
grateful that I had the opportu-
nity to celebrate his art. His 
ability to portray the depth of 
his spirit, in animation, was 
outstanding, rare. He was, and 
is, a treasure. 
Chrisitne Panushka
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KIYOMORIもよろしくね。
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ラッピーパーティ！ラッピーパーティ！ラッピーパーティ！ラッピーパーティ！Lappy Party!Lappy Party!Lappy Party!Lappy Party!

アニメーションフェスティバル公式ボランティアグループの「ラッピー友の会」によるラッピーパーティが、
8月24日（金）に宇品波止場公園で行われました。
アニメーションフェスティバル公式ボランティアグループの「ラッピー友の会」によるラッピーパーティが、
8月24日（金）に宇品波止場公園で行われました。
アニメーションフェスティバル公式ボランティアグループの「ラッピー友の会」によるラッピーパーティが、
8月24日（金）に宇品波止場公園で行われました。
アニメーションフェスティバル公式ボランティアグループの「ラッピー友の会」によるラッピーパーティが、
8月24日（金）に宇品波止場公園で行われました。
On August 24th (Fri), the Lappy Party held by the official volunteer group, 
the ‘Lappy Friendship Club’ took place at ‘Ujina Hatoba’ park.
On August 24th (Fri), the Lappy Party held by the official volunteer group, 
the ‘Lappy Friendship Club’ took place at ‘Ujina Hatoba’ park.
On August 24th (Fri), the Lappy Party held by the official volunteer group, 
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On August 24th (Fri), the Lappy Party held by the official volunteer group, 
the ‘Lappy Friendship Club’ took place at ‘Ujina Hatoba’ park.

ASIFA-JAPAN設立
30周年記念特別展
ASIFA-JAPAN設立
30周年記念特別展
ASIFA-JAPAN設立
30周年記念特別展

ASIFA-JAPAN 30th 
Anniversary Special Exhibiton
ASIFA-JAPAN 30th 
Anniversary Special Exhibiton
ASIFA-JAPAN 30th 
Anniversary Special Exhibiton

まじめなアニメーション狂たちまじめなアニメーション狂たちまじめなアニメーション狂たちまじめなアニメーション狂たち
Serious Lovers of AnimationSerious Lovers of AnimationSerious Lovers of Animation
会場：アステールプラザ５階、６階　時間：10:00am～ 6:00pm
Place: Aster Plaza,5th,6th floor　Time: 10:00am～6:00pm

日本を代表するアニメーション界の巨星の作品がずらり勢揃い
アニメーション制作の道を志す人、そしてアニメーション界の未来を担うこどもたち必見！！
訪れて、観て、触れて、日本のアニメーションを代表する作家、プロデューサー、研究者等

一線級のプロフェッショナルの粋を感じてください。

日本を代表するアニメーション界の巨星の作品がずらり勢揃い
アニメーション制作の道を志す人、そしてアニメーション界の未来を担うこどもたち必見！！
訪れて、観て、触れて、日本のアニメーションを代表する作家、プロデューサー、研究者等

一線級のプロフェッショナルの粋を感じてください。
Exhibits a collection of the biggest names in Japanese Animation.

A mustn’t-miss event for future animators and kids!
YOU could be the one to pioneer the next generation of animation!

Come and see, and feel the professional spirit of Japan’s leading animation artists, 
producers and researchers.

Exhibits a collection of the biggest names in Japanese Animation.
A mustn’t-miss event for future animators and kids!

YOU could be the one to pioneer the next generation of animation!
Come and see, and feel the professional spirit of Japan’s leading animation artists, 

producers and researchers.
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